
 

 

 

今月は、「チーム南小のチャレンジ」として実践している学力向上の取組を紹介いたします。 

 

 平成２６年度までの標準学力検査から、基礎・基本の定着が向上してきたことが分かります。さ

らに身に付けてきている学力水準の維持、向上が求められます。そこで、平成２７年度の学力向上

の取組として、教師の指導力向上にも取り組んでいます。 

指導力の向上 

・教えて考えさせる授業づくり 

 （国語と算数を７月３日に公開します） 

・ノート指導 板書 発問 話し方 聞き方 机上 

指導 学習過程 学習常規等を教師も優れた実践 

に学びながら、教師スタンダード７・学習スタンダ 

ード７（右図）を徹底 

・全ての子どもが活躍する指導体制や場面の工夫 

※ＴＴ、少人数指導、習熟度別学習の積極的な活用  

を図る先生同士の連携 

 ・学年毎の学力向上プラン作成 

※目標値を設定し、その達成のために、学習内容の 

精選と学習活動の工夫 

 また、指導について児童の意識を知るために、国語と算

数について、全校児童にアンケートを実施しました。 

児童アンケート（５月実施）の結果より 

・国語の授業がわかりやすい…９３％（１年生を除くと９０％）  

 ただし、漢字の読み書き、ノートに書くこと、文章を読むことに苦手意識を持っているようです。 

・算数の授業がわかりやすい…９３％（１年生を除くと９２％） 

 ただし、数を数える、計算する、文章題を解くことに苦手意識を持っているようです。 

 学校力向上の一環として、学力向上、教師力向上と取り組んでいます。児童アンケートを踏まえ、

以下の点に十分留意して、今後も教育活動を進めてまいります。 

 

トの結果より 

『学校力向上に関する総合実践事業』コーナー その３ 

・子どもに基礎・基本を確実に習得させ、自信を持って学習に取り組む態度を身に付けさせる。 

・話し合いの中で互いの考えを認め合う場面を増やし、自己肯定感を高める。 


